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地方公共団体における文化政策の評価について 
片山泰輔 

 
 
１．評価を行う目的 
①施策実施における問題点の改善 
②政策目標や施策の見直しによる政策体系の再構築 
  ①と②では同じ「評価」といってもやるべきことが異なる。 
 
 
２．政策目的の設定 
・量的評価と質的評価 
 文化は量的には測れない？ 
  「○○の質を高める」 → 「○○の質が高いと評価する専門家の比率」を高める 
 参加者数・入場者数 
  政策目的と合致した指標にすることが重要 
 （例） 
   住民の文化権の保障を目指した事業の評価指標 
     ・観光客誘致に成功し多数の入場者数を達成？・・・・・× 
 
・アウトカム指標と実施した政策との因果関係 
 相関は立証できても因果を立証するのは容易ではない。 
 相関を確認しつつ、因果を把握する調査を別途実施。 
 
 
３．見落としがちな視点 
・政策推進体制 
  人員体制（人数だけでなく職員のキャリアや専門性も重要） 
 
 


